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海底鉱物資源専門部会一眠NR棚EC慨賊R一の開催

天然資源の開発利用に関する胃来会議(以下UJN艮)

(呈)

1こは泌余の専門部会等がありそのうちで糊模の大きい

ものの五つとして海洋工学委貴会(以下M週C)があ

る.このM逓Cは次の3部会からなりその部会メン

バｰは冒本においてはおもに国立試験研究所の専

門家をもって構成されている

掴海陸鉱物資源専門部会(以下MMP)

1海灘構造物醸門部会

1擁簿鷺予および遺傭奪門都会

坊城俊厚1闘野戴雄1中業純輔1鳩崎吉彦

ど)と設置された部会の活動カミ行なわれていた.その

繁呈壌

開催期目

買窪

昭榔錫寧菖潟エ粥～雲須3胴の間

3月1鯛貫栄合同然蝪｡全都会合同会議

至那M蝸黛禽嗣会議(第王薄目)

18～20目M獲C含岡公綴念ミナｰ

簾京付逝研究所工磐携綜(東大海溝研究所

地質調査所鉱研試錐エ業K双厚木工場買本

国土開発KK東京工揚港湾技術研究所自鳳

丸)

盤～鍬簿九州地方等携察旅行(棄邦金属K笈螂燃榮餅

差弗鉱出三池鉱業蕨阿難火螂幽)

3岬測MP合同会議(籍婁簿簿)黒嫌合同M颪C

ら添関係した醐MPに関連した分についての概況の紹

介と所感の一部である

今回の会合のおもな･目的はω日本での海洋科学技術

の研究と海洋開発の現状について米国側に理解させる

こと(2)日米協力推進のための異体的方法と鶴カ課題と

にっいての含意ぽ達し具体的な活動をはじめること

(竃)

の易点熔おかれた｡第王表にかかげた貿程はよる合同

会議視察旅行あるいは公開セミナｰを通じてこの員

的は次のゼ部会成果の総括｣にみられるようにかなり

の程度に達成され今働こ向けてのレｰルが敷かれたも

のと考克られる.

繁簑議

��

醐蝸正合同都会の成果の総括

1.専門部会の名称おぷび構成凝

この部会において海洋地質の分野が強化されるべき

であるということについては冒米双方のM瓦Cにおい

ての検討課題である｡海洋地質に

(翼津側委属)(霊)

M亙C:繋貴凝菊翁秀次(熱学技術庁)

婆録鐙林繍(議綴蹴)

惹健1駕灘蟹チ術)

黒子孟夫(科学技術庁)

高瀬郁職(工榮技術院)

申曾敬(運輸省大臣官房)

M脳夢:部会袋佐均水和郎(資源鼓嚇隷験蕨)

嚢凝鰐忠寮(嚢鶉議所)

坊滅後厚(地質調査蕨)

商濁戴聾(驚源籏粥識験砺)

今上一戚(問上)

岡野城糠(地質鰯登所)

申案繍繍(陶土)

繊鰭任(溝瀦鏡徽搬窺所)

広田農産(資源鍾締試験所)

(米願側鮒鶯C来1ヨメンパ軸)

鮎亘｡:襲黛畏黛｡D.スネィブリｰ

(米園地質調査疏)

醐黛:部会幾G｡附.ディｰン(来鰯鉱山局)

及｡ヅナｰ(閥土)

友,カウフマン(同上)

賊､J.クリツタシャンク

(同上)

黛.F.ワン(米国地質調査所)

関する専門部会をM猛｡のもとに創

設することは考えられる一方法であ

るがこれは来る6月予定のUJN

R津会議の議題となろう,そこ

での緒論をうるまで双方の専門部

会メンバｰは現状のま基とする.

(部会の名称についての分は省略)

2.協力漕動の分野

探査技術(Exp王㈱t三〇竈Tech沿｡-

��

精査技術(D隻1至鵬at三〇逐TeCbnO-

1O駆)

開発技術(E理b触腕丁澄必no一�
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鉱物資源経済評価(Mh･τ･lR･s㎝･c鑓亘｡ono㎜云｡s)

日本側部会の構成メンバｰ中には鉱物資源経済分野の専

門家がふく凄れていない｡これは日本側で考慮すべ蓄

ことカ葦らでほ茜るが海洋地質の分野を強化すべきかど

うか淡U5N艮本会議で決牢される凄でこの問題は保

留する割

3.幾繭の協力分野

試錐為よび試料採取技術

音波探査技術(脱嚢Sc鋤S◎n躯､をふくむ)

岩宥の水串破客い技術

水力輸送技術

環境擾乱防止技術(海底斜面の安定性ぽ関する技術研

究をふくむ)

米国の石油関連技術およびオフシ男アｰ鉱業管理制度

に関する情報交換

嬉.奪門部会闘の具体的協力方法

情報交換:刊行物文書および手紙の交換は当面

部会長を通じて行なう

技術者交流:技術者の交換は部会間の研究推進紀もっ

あも望ましい方法であるを考免られる

米国側から次の分野紀ついて共同研究者を

招きたいと提案された

音波探査技術(鎌由ScaRS㎝arをふく

む)環境擾乱防止技術(斜面安定研究を

ふくむ)米国における石油資源開発技術

の調査

さらに次の分野終おいて米国は日本へ

共同研究者を送る用意がある

海底砂鉄の開発(商九州)太平洋の海底

地質(白鳳丸利用)海底面の安定性(地

震に関連し危研究をふくむ)海底面堆積

物のダイナミックス岩石の水中破さい技

術試錐および試料採取技術

5.その他

日米両部会は海洋地質の重要性を強調し情報交換お

よび技術者交流の具体的推進を図るものである｡海洋

地質に関する決定はUJNR本会議(5凋)ぽ砂だねる

カミ現在の部会の立場を明確化し技術の交流などをよ

り効果的に進められるようにUJN没の決定がなされる

ことを期待する.

一一命一一

以上を読凄れた艶麗だげからはな曹当面の協力分野

が斯くしぽられ花のか海洋地質に関するこ&かしばし

ばふれられでいるのは何敵なのかなど読者梯理解終薔

し漢れる点赫多冷あら男かと推察される,そこで

紙面の許される限度でこの舌雇らずの点を補沙てみよ

う｡

凄ず｢協力活動の分野Jはいわゆる探査1開発か

ら資源論的な経済評価はわたり藍た鉱種ぽっいても限

定をしていない｡これは今回の会合然とく紀初回であ

り日米双方亙の手の内が読めず共通の興味洪奈辺に

あるか淋不明であったことにもよる岳しかし基本的に

はむ汲N艮の仕事そのものが国としての視点に並つ以上

その協力活動分野の範囲は包括的であることが望蜜しい

と考克られるからであるう茗たとえば探査や開発技術

の対象範囲はニァショァｰから深海盆にわたる全海洋か

場合によっては沿岸陸域までもが考慮のうち紀入る

わけである｡哨面の協力分野｣は短期的な観叙の

1ものと長期的なものを紀区分凄れることをふくみあし

かなりしぼった形となり花ことば当然である.ζこぽ

掲げられている項目は員釆双方はもちるん広くその他

の国冷においても技術の発展1開発を期待されているも

(サ)(轟x聖)

のであるζとは末尾の参考資料などからも明らかである苗

試錐技術に関しての米国側の最初の提案は海底沈騒方式

に関するものであった蜜花音波探査ぽついては賀'

人性か大書くてかつ分解能カミ高いとい雪性能を兼備

するような機種め開発を目ざしているがs油sc繊

So瞭について1蝸本側からの提案である､岩荷の水

中破巷い1水中輸送1環境擾乱防止の各技術は潟もに

日本では資源技術試験所などの業務分野は属する淋

この揚含に必要な海底地質状況の把握斜面安定度の研

究(S至螂St出附Study)堆積物のダイナミック沢

などにほ地質学的なアプロｰチも要求されるであろう｡

総覧鯛繊蔵屍拳鰭縫艦紗義薙農機屋メシパ州

繭か欄で産湯池表リ潔夢淡勢ン夢繊泌周)カウフマン(鉱山局)

夢ン(地鎮調養所)汲寿イブ員一(地質調査所)ディｰン(鉱山

畑)ジｰナ川(繊凶局)⑳鰭蔵�
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｢専門部会閻の具体的協力方法Jについで文献1資料

の交換と研究者の交流が室でありこの点はこの部会の

場合樽隈らずUJN只全体の協力方漆の基調をなすも

のである.今回はとくに米團側から共同研第テｰ軍と

その共同研究者の派けか招へいなどの用意紀ついて築

体性ある提案がされたがその共同研究のテニマぽつい

ては今会期中紀行なわれた視察(旅行)の成果などが多

分紀&り入れられている.米国側秘このような異体鍵

案を行ないえた背景は行政組織予算制度に関する層添

との相違など紀もよるが海域鉱物資源の探査1開発

海洋地質紀関しての米国のもつポテンシャルを物語るも

のを考える｡今回の部会で合意に達した諾協力事項を

空文化さぜぬとすれば研究者の交流に要する予算の確

保などとくに湾本側はとってほ真剣な努力が必要とな

る｡

さて海洋地質に関しては当時この問題はUJNR

では連絡宵を通じての協力分野&規定されていて簿本側

は海上保安庁水路部および地質調査所の遂塙をもって構

(壷)

成慈れ淀グルｰプがその任に勅たってい花｡今次会合

の幾初が､米国側の一部は海洋地質をこのグルｰプか

ら独立させ新た紀部会(賄舳王)として昇格させたい熱

心な意筒をもりていたがMM遭での合意は海洋地質の

重要性は強調されるが部会新設の件はUJN艮の決定

にゆだねるという結果となった(前述)MMPの各メ

ンバｰは海洋地質の重要性これが鉱物資源の調査･開

発との療接な関連を認識しつつもとくに昌本側では新

部会設立後のうけとめ方に結論をえてい校がったことな

どの淀め部会新設の合意には踏み誉れなかっ花｡し

かレその後海洋地質の部会新設は黒本国内関係機関

の賛同をえてδ月東京における第讐回UJNRで検

討され

承認された.

会期中はもたれ花兇学1視察旅行1公開セ薫ナｰは米

国側来日メンバｰにとっては日本の現況把握に絶好の機

会であり漢淀昌本側関係者慰とっても自国現況の再

認識紀大いに資した,賢*双方で各分野のもつ彼我の

技術的格差要求問題点を事実に即して集約する

ことの必要性はすでに米国鉱山局ハダン氏らによって

(3〕

も指摘されている.鹿児島県山川周辺での東邦金属K

Kによる海底砂鉄の探査採取三池鉱業所の第3人工

島の建設現場の視察は資本における資源開発のきびしさ

と技術の実用面について*国メンバｰに深い感銘を与先

たに違いない.また鉱研試錐工業K笈の海底沈直方

式のマリン1ドジル技術資源技術試験所のサクシ嚢ン

･コアラ技術の存在は当面の協力分野のうちに試錐･サ

ンプリング技倣をあげえたことの有力な基礎と匁るもの

である.日米双方における今後の砂鉱興殻砂砂礫

資源の採取･開発技術への1つの示唆が員本国土開発K

Kの水中ブルトザｰの見学はよ榊てえられ花蔓差愁華い

であった.さらに白鳳丸への乗船は太平洋の地質調

査に共同研究者を米国から送る用意淋あるという提案と

してはねかえって書危,

日米合同セミナｰは日本産業技術振興協会目本舶用

機器開発協会海中開発技術協会および篇本機械工業連

合会の主催によりMECと各部会メンバｰによって次

の講演が行なわれた(末尾参考資料9一五§)

閏米海洋資源開発における海洋工学の役割

科学技術庁石倉秀次

米国地質調査所の海洋地質調査

米国地質調査所P,D.スネィブリｰ

アラスカ北極沿濃の現在と預歴2000年の状況

*園沿津讐欄蚊C.C.ベイツ

海麿鉱物資源の探査開発1こおはる技術的格差

米園地質調査所双曲R.ワン

大洋における合金属団塊について

員本地質調査所聞野武雄

海洋鉱業技術一鉱山局のアプロｰチ

米鰯鉱山局M.J.グルックシャンク

海洋鉱業に関する経済的検討

来園鉱1立嘱A｡湯ウフマン

人工堀込港湾の鐘設技術

運輸省港湾局山下博通

海洋環境の自動観測汲テｰシ翼ン

米團沿岸警備隊C.C.ベイツ

アメリカ海帝屠佳素験一･テクタイト計画

ジ皿ネガいエレクトリック社J.H､サリバン

舶載鴛シビ皿一タｰのためのデｰタ収集システム

米国沿岸測地局A.A.フユラｰラ

先行的海洋電予技術の研究

紗錐擦鋼船の見学策邦金属災笈欝浅藻熱克顯斌ン釣濠…ム湾

ζ燈源術隷技験蕨広野艦麓縫鋲)�
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電気試験所桜井健二郎

海洋開発のための計測標準技術

来園基準局長､W,ベツ矛イ

一命一

今後ζの部会の活動は隔隼程度の員来合同会議の開

られた資源技術試験所見学1視察に際し便宜供与を借

し塞れなかっ花鉱研試錐工業KK目本国土開発KK

東大海禅研究所郡須所長;丼三池鉱業所東邦金属K

K員立懲設機械製造KKの関係各位に対し厚く謝意を

表する.

(筆者らば石滴･非金属･応用地球物理･榛原料資源の各課長)

3.米團UJNRMEC第1回合同会議議事録1970(資

源技術試験所収訳)

ふ資本側M狂搬:海底鉱物資源専門部会第王回目来合同会

議経滋概翼昭茅蝸隼媛月

5.科挙技僚庁擦興局国際課:｢天然資源の開発利用に関する

員来会議J資本側専門部会員名簿昭穐4瞭工房

6･科学技術庁:属米茨然資源会議海洋工学委員会第1回

冒来合同会議の開催について昭和45隼遂月

7.U.N:M池e肥1Re畠｡岨｡esofTheS繊町唾6301969

8｡坊蛾俊厚:米国はおげる海洋地質調査終っいでの王欝料

地質ユ楓一ス第蝸蜥搬暑工970

9｡宥禽秀次:簿米爾團の海洋資源開発紀おはる海洋工学の役

��

1工.

12｡

��

参考資料

至.科学技術庁振興局:天然資源の開発利用に関する日米会議

ぽついて曜獅独年6月

2.科学技術庁:員米天然資源会議海洋工学委員会について

昭和45年3月

1遂昔

��

��

17｡
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割海洋工学酬ξ合同地ミナｰ資料1970

P.D.S胴ve五y:M鮒1鵬G讐｡呈｡醐腋◎騨血説雌び｡

S.G罎Q互｡gica呈Suτマey((葦竈｡logica1轟没τマ蜜y裂e蓄憩藪τch

工96§U.S.G.S)

D.C｡臨tes:TheAア｡ticCo鰍◎董則ask鳳Toaay易曲

圭ポ血eY鮒刎00U5NR艶獅1皿紅醐O

F.賢,双鋤g:丁舵}mo王｡g主｡畳王G鞭i瓦夏那玉◎獺伽撒鋤δ

Exp玉｡油曲n磁S由§e筏M1鮒獺1R蹴械搬§則N艮

Se加三疵鉦r1970

閲野武雄:大洋はおける合金属目掬について簿来合同セ

ミナｰ資料蜥⑪

淡.K登沿鮎伽:AStu伽⑪董下血eEcononユ至竈sofO鑓鋤

Min加U卿RSe皿inar1970

山下博通:堀込溝湾の麓設技術貝来合閥恕ミナｰ醐｡

C.C,翫㈱:Auto狐慧挑泌｡曲e加嚢St量如万f破出蟻

泌拙雌臨v1醐鵬nをUJN没Sem如鮒!97⑪

A.Ferr置貫:S上丘pbo掻浅Co1血汐泌t琶更一ユ)羅重鼠盈｡窪独童§至t童｡肌

Syste㎜sOJNRSeIninar王970

桜井健二郎:先行的海洋電子技術鳥*合同念ミナｰ

工9?0

R,W｡瞼鮒:眺醐醐湖亡Stan伽as{破滅鮒1脱
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